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東海沖の海底地質構造

最近出版された海洋地質図No.8｢西南目本外帯締広域海底地質図｣

から駿河湾遠州灘沖および熊野灘沖周辺部分をしめしたものであ

るこの海底地質図は地質調査船｢白嶺丸｣による1975年の海底地

質調査のデｰタに基づいた研究の結果作成されたものである.この地

質図から削ることはこの海域には南海舟状海盆に沿った断層構造が認

められることである.この構造はプレｰトテクトニクスの立場から

みると南海舟状海盆の沈み込みに伴った構造であると推定される.

この研究結果は今後地震予如総合研究の一部にも活用されるであろう.

(文石油開発公団奥田義久)�


